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最終頁に続く

( 5 7 ) 【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
　 液 状 化 粧 料 を 収 納 す る 収 納 室 を 内 部 に 備 え る ス リ ー ブ と 、 前 記 ス リ ー ブ の 先 端 に 設 け ら  
れ 内 部 に 毛 筆 が 収 納 さ れ る ビ ー ズ 部 材 と 、 前 記 毛 筆 と 前 記 収 納 室 と を 繋 ぎ 前 記 毛 筆 に 進 入  
し 前 記 収 納 室 の 前 記 液 状 化 粧 料 を 前 記 毛 筆 へ 送 る 中 継 芯 と 、 前 記 ス リ ー ブ に 着 脱 可 能 に 装  
着 さ れ る キ ャ ッ プ と 、 を 備 え た 液 状 化 粧 料 容 器 に お い て 、
　 前 記 ビ ー ズ 部 材 は 、 軸 線 方 向 に 貫 通 し 前 記 毛 筆 が 収 納 さ れ 後 部 か ら 前 部 へ 亘 っ て 徐 々 に  
縮 径 さ れ る 貫 通 孔 を 備 え 、
　 前 記 ビ ー ズ 部 材 の 前 記 貫 通 孔 の 前 記 後 部 の 軸 線 方 向 視 の 形 状 は 、 凹 凸 が 交 互 に 連 続 し 円  
環 状 に 繋 が る 波 形 状 に 形 成 さ れ 、 前 記 波 形 状 の 前 記 凸 に 前 記 毛 筆 が 接 触 す る と 共 に 、 前 記  
波 形 状 の 前 記 凹 と 前 記 毛 筆 と の 間 に 隙 間 が 形 成 さ れ 、
　 前 記 ビ ー ズ 部 材 の 前 記 貫 通 孔 の 前 記 前 部 の 軸 線 方 向 視 の 形 状 は 、 前 記 波 形 状 の 前 記 凸 に  
対 応 す る 部 分 が 、 前 記 波 形 状 の 前 記 凸 の 曲 率 よ り 小 さ い 曲 率 の 線 と さ れ て 前 記 毛 筆 が 接 触  
す る と 共 に 、 前 記 波 形 状 の 前 記 凹 に 対 応 す る 部 分 が 、 前 記 凹 の 曲 率 よ り 小 さ い 曲 率 に 丸 め  
ら れ 、 前 記 凹 に 対 応 す る 部 分 と 前 記 毛 筆 と の 間 に 前 記 隙 間 よ り 小 さ い 微 小 隙 間 が 形 成 さ れ  
て い る こ と を 特 徴 と す る 液 状 化 粧 料 容 器 。
【 請 求 項 ２ 】
　 前 記 波 形 状 の 前 記 凸 の 曲 率 よ り 小 さ い 曲 率 の 前 記 線 は 、 曲 率 が ０ で あ る 直 線 で あ り 、
　 前 記 ビ ー ズ 部 材 の 前 記 貫 通 孔 の 前 記 前 部 の 軸 線 方 向 視 の 形 状 は 、 前 記 直 線 を 辺 と し た 多  
角 形 の 角 を Ｒ に 丸 め た 形 状 で あ る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ 記 載 の 液 状 化 粧 料 容 器 。

請求項の数　5　（全12頁）
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【 請 求 項 ３ 】
　 前 記 毛 筆 の 根 元 部 分 に は 、 前 記 毛 筆 を 保 持 す る と 共 に 前 記 毛 筆 の 前 記 根 元 部 分 よ り 拡 径  
さ れ た 毛 筆 保 持 部 が 設 け ら れ 、
　 前 記 毛 筆 保 持 部 を 前 記 中 継 芯 が 貫 通 す る と 共 に 、 前 記 毛 筆 を 収 納 す る 前 記 ビ ー ズ 部 材 の  
後 端 面 と 前 記 毛 筆 保 持 部 の 先 端 面 と が 対 面 し 、
　 前 記 毛 筆 保 持 部 の 前 記 先 端 面 は 、 軸 線 方 向 に 凹 凸 す る よ う に 波 打 っ て い る こ と を 特 徴 と  
す る 請 求 項 １ 又 は ２ 記 載 の 液 状 化 粧 料 容 器 。
【 請 求 項 ４ 】
　 前 記 中 継 芯 は 、 内 部 に 軸 線 方 向 へ 貫 通 す る 空 洞 を 備 え る プ ラ ス チ ッ ク 素 材 か ら 形 成 さ れ  
て い る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ ～ ３ の 何 れ か 一 項 に 記 載 の 液 状 化 粧 料 容 器 。
【 請 求 項 ５ 】
　 前 記 中 継 芯 の 先 端 の 開 口 は 、 前 記 ビ ー ズ 部 材 の 前 記 貫 通 孔 の 前 記 前 部 に お け る 前 記 凹 に  
対 応 す る 部 分 よ り 内 方 へ 位 置 し て い る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ４ 記 載 の 液 状 化 粧 料 容 器 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 技 術 分 野 】
【 ０ ０ ０ １ 】
　 本 発 明 は 、 内 部 に 収 容 し た 液 状 化 粧 料 を 塗 布 す る た め の 液 状 化 粧 料 容 器 に 関 す る 。
【 背 景 技 術 】
【 ０ ０ ０ ２ 】
　 従 来 、 内 部 に 収 容 し た 液 状 化 粧 料 を 塗 布 す る た め の 塗 布 具 と し て 、 毛 筆 を 用 い た 容 器 が  
種 々 市 場 で 販 売 さ れ て い る 。 こ れ ら の 容 器 に お い て は 、 容 器 内 部 の 液 状 化 粧 料 を 塗 布 す る  
た め の 毛 筆 と 、 毛 筆 を 束 ね る ビ ー ズ 部 材 等 の 部 材 と の 間 に 隙 間 を 設 け 、 容 器 内 の 空 気 を 還  
流 さ せ る 構 成 を 有 す る も の が 知 ら れ て い る 。 そ し て 、 こ の よ う な 空 気 還 流 の 隙 間 を 設 け る  
こ と に よ り 、 容 器 内 の 液 状 化 粧 料 を 毛 筆 へ と 行 き 渡 ら せ る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ０ ３ 】
　 以 下 の 特 許 文 献 １ に は 、 棒 状 芯 材 と 当 該 棒 状 芯 材 を 保 持 す る 保 持 部 と の 間 で 、 保 持 部 の  
内 周 面 に 複 数 の 空 気 流 通 溝 を 設 け 、 容 器 内 外 を 連 通 さ せ 空 気 を 還 流 さ せ る こ と に よ り 、 棒  
状 芯 材 に 染 み 込 ん だ 液 状 塗 布 材 の 流 れ を 円 滑 に し 、 ペ ン 先 で の か す れ や 液 不 足 を 防 止 す る  
も の が 記 載 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ０ ４ 】
　 ま た 、 以 下 の 特 許 文 献 ２ に は 、 筒 体 内 に 毛 筆 部 を 保 持 す る と 共 に 、 筒 体 の 内 周 壁 先 端 部  
の 円 周 に 複 数 の ク サ ビ 状 の 突 起 を 設 け 、 こ れ ら の 突 起 を 毛 筆 部 に 入 り 込 ま せ る こ と に よ り  
、 毛 筆 部 を 分 割 す る よ う な 深 い 割 溝 （ 空 気 還 流 溝 ） を 形 成 し 、 こ の 割 溝 を 通 り な が ら 液 状  
ア イ ラ イ ナ ー を 毛 筆 部 全 体 に 行 き 渡 さ せ る も の が 記 載 さ れ て い る 。
【 先 行 技 術 文 献 】
【 特 許 文 献 】
【 ０ ０ ０ ５ 】
【 文 献 】 特 許 第 ６ ４ ２ ５ ２ ９ ３ 号
【 文 献 】 実 開 昭 ６ ３ － ５ ９ １ ０
【 発 明 の 概 要 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
【 ０ ０ ０ ６ 】
　 し か し な が ら 、 特 許 文 献 １ に あ っ て は 、 保 持 部 に 設 け ら れ た 複 数 の 空 気 流 通 溝 に 毛 筆 の  
一 部 が 入 り 込 み 、 毛 筆 の 先 端 が ば ら け て し ま い 、 塗 布 に 支 障 が 生 じ る と い う 問 題 が あ る 。
【 ０ ０ ０ ７ 】
　 ま た 、 特 許 文 献 ２ に あ っ て は 、 毛 筆 部 を 動 か し て 描 画 す る 際 に 、 毛 筆 部 の 毛 が 突 起 に 引  
っ 掛 か っ て 描 画 し 難 く 、 や は り 塗 布 に 支 障 が 生 じ る と い う 問 題 が あ る 。
【 ０ ０ ０ ８ 】
　 そ こ で 、 本 発 明 は 、 毛 筆 に よ る 描 画 が し や す い と 共 に 、 液 状 化 粧 料 を 効 率 良 く 毛 筆 へ 供  
給 で き る 液 状 化 粧 料 容 器 を 提 供 す る こ と を 目 的 と す る 。
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【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
【 ０ ０ ０ ９ 】
　 本 発 明 に よ る 液 状 化 粧 料 容 器 は 、 液 状 化 粧 料 を 収 納 す る 収 納 室 を 内 部 に 備 え る ス リ ー ブ  
と 、 ス リ ー ブ の 先 端 に 設 け ら れ 内 部 に 毛 筆 が 収 納 さ れ る ビ ー ズ 部 材 と 、 毛 筆 と 収 納 室 と を  
繋 ぎ 毛 筆 に 進 入 し 収 納 室 の 液 状 化 粧 料 を 毛 筆 へ 送 る 中 継 芯 と 、 ス リ ー ブ に 着 脱 可 能 に 装 着  
さ れ る キ ャ ッ プ と 、 を 備 え た 液 状 化 粧 料 容 器 に お い て 、 ビ ー ズ 部 材 は 、 軸 線 方 向 に 貫 通 し  
毛 筆 が 収 納 さ れ 後 部 か ら 前 部 へ 亘 っ て 徐 々 に 縮 径 さ れ る 貫 通 孔 を 備 え 、 ビ ー ズ 部 材 の 貫 通  
孔 の 後 部 の 軸 線 方 向 視 の 形 状 は 、 凹 凸 が 交 互 に 連 続 し 円 環 状 に 繋 が る 波 形 状 に 形 成 さ れ 、  
波 形 状 の 凸 に 毛 筆 が 接 触 す る と 共 に 、 波 形 状 の 凹 と 毛 筆 と の 間 に 隙 間 が 形 成 さ れ 、 ビ ー ズ  
部 材 の 貫 通 孔 の 前 部 の 軸 線 方 向 視 の 形 状 は 、 波 形 状 の 凸 に 対 応 す る 部 分 が 、 波 形 状 の 凸 の  
曲 率 よ り 小 さ い 曲 率 の 線 と さ れ て 毛 筆 が 接 触 す る と 共 に 、 波 形 状 の 凹 に 対 応 す る 部 分 が 、  
凹 の 曲 率 よ り 小 さ い 曲 率 に 丸 め ら れ 、 凹 に 対 応 す る 部 分 と 毛 筆 と の 間 に 上 記 隙 間 よ り 小 さ  
い 微 小 隙 間 が 形 成 さ れ て い る こ と を 特 徴 と し て い る 。
【 ０ ０ １ ０ 】
　 こ の よ う な 液 状 化 粧 料 容 器 に よ れ ば 、 毛 筆 が 収 納 さ れ る ビ ー ズ 部 材 に は 、 後 部 か ら 前 部  
へ 亘 っ て 孔 形 状 が 狭 ま る 貫 通 孔 が 設 け ら れ て い る 。 ビ ー ズ 部 材 の 貫 通 孔 の 後 部 の 軸 線 方 向  
視 の 形 状 は 、 凹 凸 が 交 互 に 連 続 し 円 環 状 に 繋 が る 波 形 状 に 形 成 さ れ て い る 。 こ の た め 、 毛  
筆 の 形 状 を そ の 断 面 が 真 円 で 先 端 に 向 か う に 従 い 先 細 と な る 一 般 的 な 形 状 と す る と 、 波 形  
状 の 凸 に 毛 筆 が 接 触 し 程 良 く 締 め 付 け ら れ る と 共 に 、 毛 筆 が 波 形 状 の 凸 に 押 さ れ て 凸 の 両  
側 の 凹 へ 移 動 し 連 な る よ う に し て 並 び 、 並 ん で い る 毛 筆 と 凹 と の 間 に 比 較 的 大 き な 隙 間 が  
形 成 さ れ る 。 こ の 隙 間 が 、 毛 細 管 力 に よ り 液 状 化 粧 料 を 十 分 に 溜 め る こ と が で き る 液 状 化  
粧 料 溜 ま り と さ れ 、 前 方 へ 延 び て い る 。 ビ ー ズ 部 材 の 貫 通 孔 の 前 部 の 軸 線 方 向 視 の 形 状 は  
、 波 形 状 の 凸 に 対 応 す る 部 分 が 、 波 形 状 の 凸 の 曲 率 よ り 小 さ い 曲 率 の 線 と さ れ て 毛 筆 が 接  
触 す る た め 、 毛 筆 は 適 度 に 押 さ え ら れ る 。 波 形 状 の 凹 に 対 応 す る 部 分 は 、 波 形 状 の 凹 の 曲  
率 よ り 小 さ い 曲 率 の Ｒ に 丸 め ら れ て い る た め 、 Ｒ と 毛 筆 と の 間 に 上 記 隙 間 よ り 小 さ い 微 小  
隙 間 が 形 成 さ れ る 。 こ の 微 小 隙 間 は 毛 筆 を 移 動 さ せ 得 る 許 容 空 間 と さ れ 、 毛 筆 が 適 度 に 移  
動 し 動 き や す く さ れ る と 共 に Ｒ に よ り 毛 筆 の 毛 （ 繊 維 ） の 引 っ 掛 か り が 防 止 さ れ る 。 す な  
わ ち 、 描 画 の 際 に 、 毛 筆 は 、 ビ ー ズ 部 材 の 貫 通 孔 の 前 部 に お い て 波 形 状 の 凸 の 曲 率 よ り 小  
さ い 曲 率 の 線 に よ り 適 度 に 押 さ え ら れ な が ら 、 微 小 隙 間 を 動 く こ と が で き 、 毛 筆 を 隙 間 な  
く 押 さ え た 場 合 に 生 じ る 毛 筆 先 端 の ば ら つ き や 、 隙 間 が 大 き す ぎ る と 生 じ る 毛 筆 の ぶ れ 過  
ぎ に よ る 乱 れ や 、 突 起 等 に よ る 毛 筆 の 引 っ 掛 か り を 防 止 し つ つ 、 良 好 な 描 画 が 可 能 と さ れ  
る 。 ま た 、 ビ ー ズ 部 材 と 毛 筆 と の 間 の 微 小 隙 間 と 液 状 化 粧 料 溜 ま り と な る 隙 間 と は 連 通 さ  
れ て 空 気 還 流 隙 間 が 形 成 さ れ る た め 、 液 状 化 粧 料 溜 ま り の 液 状 化 粧 料 を 効 率 良 く 毛 筆 へ 供  
給 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ １ １ 】
　 こ こ で 、 上 記 作 用 を 効 果 的 に 奏 す る 構 成 と し て は 、 具 体 的 に は 、 波 形 状 の 凸 の 曲 率 よ り  
小 さ い 曲 率 の 線 は 、 曲 率 が ０ で あ る 直 線 で あ り 、 ビ ー ズ 部 材 の 貫 通 孔 の 前 部 の 軸 線 方 向 視  
の 形 状 は 、 直 線 を 辺 と し た 多 角 形 の 角 を Ｒ に 丸 め た 形 状 が 挙 げ ら れ る 。 こ の よ う な 構 成 に  
よ れ ば 、 多 角 形 の 辺 に 毛 筆 が 接 触 す る た め 、 よ り 好 適 に 毛 筆 を 押 さ え る こ と が で き る 。
【 ０ ０ １ ２ 】
　 ま た 、 毛 筆 の 根 元 部 分 に は 、 毛 筆 を 保 持 す る と 共 に 毛 筆 の 根 元 部 分 よ り 拡 径 さ れ た 毛 筆  
保 持 部 が 設 け ら れ 、 毛 筆 保 持 部 を 中 継 芯 が 貫 通 す る と 共 に 、 毛 筆 を 収 納 す る ビ ー ズ 部 材 の  
後 端 面 と 毛 筆 保 持 部 の 先 端 面 と が 対 面 し 、 毛 筆 保 持 部 の 先 端 面 は 、 軸 線 方 向 に 凹 凸 す る よ  
う に 波 打 っ て い る と 、 対 面 す る ビ ー ズ 部 材 の 後 端 面 と 毛 筆 保 持 部 の 波 打 つ 先 端 面 と の 間 に  
周 方 向 に 連 続 す る 隙 間 が 形 成 さ れ 、 こ の 隙 間 に よ り 外 部 と 液 状 化 粧 料 溜 ま り と の 連 通 の 度  
合 い が よ り 高 め ら れ 、 一 層 効 率 良 く 毛 筆 へ 液 状 化 粧 料 を 供 給 で き る 。
【 ０ ０ １ ３ 】
　 ま た 、 中 継 芯 は 、 内 部 に 軸 線 方 向 へ 貫 通 す る 空 洞 を 備 え る プ ラ ス チ ッ ク 素 材 か ら 形 成 さ  
れ て い る と 、 パ ー ル 剤 の よ う に 粒 径 が 大 き い も の が 用 い ら れ て い る 液 状 化 粧 料 や 、 粘 度 が  
高 い 液 状 化 粧 料 を 、 毛 細 管 力 に よ り 好 適 に 空 洞 を 通 し 毛 筆 へ 供 給 で き る 。
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【 ０ ０ １ ４ 】
　 ま た 、 中 継 芯 の 先 端 の 開 口 は 、 ビ ー ズ 部 材 の 貫 通 孔 の 前 部 に お け る 凹 に 対 応 す る 部 分 よ  
り 内 方 へ 位 置 し て い る の が 好 ま し い 。 こ の よ う な 構 成 を 採 用 し た 場 合 、 描 画 の 際 に 、 毛 筆  
が 、 微 小 隙 間 で 移 動 し （ ば た つ き ） 、 プ ラ ス チ ッ ク 素 材 か ら 形 成 さ れ た 中 継 芯 の 先 端 の 開  
口 に 当 た る こ と に よ り 、 毛 筆 の 中 継 芯 の 先 端 の 開 口 に 対 す る 接 触 範 囲 が 拡 大 し 、 液 状 化 粧  
料 の 中 継 芯 の 先 端 の 開 口 か ら の 流 出 が 促 さ れ 、 毛 筆 に 液 状 化 粧 料 が 伝 達 し や す く な り 、 綺  
麗 な 描 画 が 可 能 と な る 。
【 発 明 の 効 果 】
【 ０ ０ １ ５ 】
　 こ の よ う に 本 発 明 に よ れ ば 、 毛 筆 に よ る 描 画 が し や す い と 共 に 、 液 状 化 粧 料 を 効 率 良 く  
毛 筆 へ 供 給 で き る 液 状 化 粧 料 容 器 を 提 供 で き る 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 ０ ０ １ ６ 】
【 図 １ 】 本 発 明 の 実 施 形 態 に 係 る 液 状 化 粧 料 容 器 を 示 す 縦 断 面 図 で あ る 。
【 図 ２ 】 図 １ 中 の 毛 筆 、 毛 筆 保 持 部 、 ビ ー ズ 部 材 及 び 中 継 芯 を 示 す 縦 断 面 図 で あ る 。
【 図 ３ 】 図 ２ を 周 方 向 に ２ ２ ． ５ ° 回 転 し た 位 置 で の 断 面 図 で あ る 。
【 図 ４ 】 図 １ 中 の 毛 筆 、 毛 筆 保 持 部 、 ビ ー ズ 部 材 及 び 中 継 芯 を 示 す 側 面 図 で あ る 。
【 図 ５ 】 図 １ 中 の ビ ー ズ 部 材 を 示 す 正 面 図 で あ る 。
【 図 ６ 】 図 ５ に 示 す ビ ー ズ 部 材 の 平 面 図 で あ る 。
【 図 ７ 】 図 ５ 中 の V I I - V I I 線 に 沿 う 断 面 図 で あ る 。
【 図 ８ 】 図 １ 中 の ビ ー ズ 部 材 を 示 す 背 面 図 で あ る 。
【 図 ９ 】 図 １ 中 の 毛 筆 及 び 毛 筆 保 持 部 を 示 す 側 面 図 で あ る 。
【 図 １ ０ 】 図 ９ に 示 す 毛 筆 及 び 毛 筆 保 持 部 の 斜 視 図 で あ る 。
【 図 １ １ 】 図 ２ 中 の X I - X I 線 に 沿 う 断 面 図 で あ る 。
【 図 １ ２ 】 図 ２ 中 の X I I - X I I 線 に 沿 う 断 面 図 で あ る 。
【 発 明 を 実 施 す る た め の 形 態 】
【 ０ ０ １ ７ 】
　 以 下 、 本 発 明 に よ る 液 状 化 粧 料 容 器 の 好 適 な 実 施 形 態 に つ い て 図 １ ～ 図 １ ２ を 参 照 し な  
が ら 説 明 す る 。 図 １ は 、 本 発 明 の 実 施 形 態 に 係 る 液 状 化 粧 料 容 器 を 示 す 縦 断 面 図 、 図 ２ ～  
図 ４ は 、 毛 筆 、 毛 筆 保 持 部 、 ビ ー ズ 部 材 及 び 中 継 芯 を 示 す 各 図 、 図 ５ ～ 図 ８ は 、 ビ ー ズ 部  
材 を 示 す 各 図 、 図 ９ 及 び 図 １ ０ は 、 毛 筆 及 び 毛 筆 保 持 部 を 示 す 各 図 、 図 １ １ は 、 図 ２ 中 の  
X I - X I 線 に 沿 う 断 面 図 、 図 １ ２ は 、 図 ２ 中 の X I I - X I I 線 に 沿 う 断 面 図 で あ り 、 本 実 施 形 態 の  
液 状 化 粧 料 容 器 は 、 液 状 化 粧 料 を 被 塗 布 部 で あ る 皮 膚 等 に 塗 布 す る 際 に 用 い ら れ る も の で  
あ っ て 、 特 に 、 ア イ ラ イ ナ ー の よ う に 瞼 に 細 い 線 を 描 い た り 、 ア イ ブ ロ ウ の よ う に 眉 毛 の  
細 い 線 を 描 く の に 好 適 な も の で あ る 。 な お 、 液 状 化 粧 料 は 、 ア イ ラ イ ナ ー や ア イ ブ ロ ウ に  
限 定 さ れ る も の で は な く 、 他 の 液 状 化 粧 料 で あ っ て も 良 い 。
【 ０ ０ １ ８ 】
　 図 １ に 示 す よ う に 、 液 状 化 粧 料 容 器 １ ０ ０ は 、 全 体 形 状 が 筆 記 具 の 如 き 細 長 い 丸 棒 状 を  
呈 す る も の で あ り 、 円 筒 状 を な し 、 液 状 化 粧 料 Ｌ を 収 納 す る 収 納 室 １ ａ を 内 部 に 備 え る ス  
リ ー ブ １ と 、 ス リ ー ブ １ の 先 端 側 に 配 置 さ れ 、 液 状 化 粧 料 Ｌ を 被 塗 布 部 に 塗 布 す る た め の  
毛 筆 ２ と 、 ス リ ー ブ １ の 先 端 に 設 け ら れ 、 毛 筆 ２ が 内 部 に 収 納 さ れ る 円 筒 状 の ビ ー ズ 部 材  
（ 毛 筆 ホ ル ダ ） ３ と 、 ス リ ー ブ １ 内 に 配 置 さ れ 、 収 納 室 １ ａ と 毛 筆 ２ を 結 ぶ 軸 状 の 中 継 芯  
４ と 、 中 継 芯 ４ を 囲 繞 す る よ う に 配 置 さ れ た 略 円 筒 状 の ジ ャ バ ラ 部 材 ５ と 、 を 概 略 備 え て  
い る 。 な お 、 こ こ で は 、 使 用 者 が ス リ ー ブ １ を 持 っ て 塗 布 し や す い よ う に 、 ス リ ー ブ １ に  
対 し て 、 長 尺 な 有 底 円 筒 状 の 把 持 筒 ６ が 着 脱 可 能 に 装 着 さ れ て い る 。
【 ０ ０ １ ９ 】
　 ス リ ー ブ １ は 、 例 え ば Ｐ Ｐ 等 か ら な り 、 鍔 付 き で 先 細 の 円 筒 状 に 構 成 さ れ る 。 ス リ ー ブ  
１ の 外 周 面 に 設 け ら れ た 鍔 部 １ ｂ の 後 端 面 に は 、 把 持 筒 ６ の 先 端 面 が 突 き 当 て ら れ 、 鍔 部  
１ ｂ の 先 端 面 に は 、 ス リ ー ブ １ に 装 着 さ れ た キ ャ ッ プ ７ の 開 放 端 面 が 突 き 当 て ら れ る 。 ま  
た 、 ス リ ー ブ １ の 後 端 の 開 口 は 、 有 底 円 筒 状 の 尾 栓 ８ を 差 し 込 み 装 着 す る こ と に よ り 閉 じ  
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ら れ て い る 。
【 ０ ０ ２ ０ 】
　 ス リ ー ブ １ の 前 側 に は 、 毛 筆 ２ 等 を 保 護 す る た め の 有 底 円 筒 状 の キ ャ ッ プ ７ が 嵌 合 に よ  
り 着 脱 自 在 に 装 着 さ れ て い る 。 キ ャ ッ プ ７ 内 に は 、 コ イ ル バ ネ ９ に よ り ス リ ー ブ １ 側 に 付  
勢 さ れ る 内 キ ャ ッ プ ７ ａ が 設 け ら れ る 。 キ ャ ッ プ ７ 及 び 内 キ ャ ッ プ ７ ａ は 、 例 え ば Ｐ Ｐ 等  
か ら な り 、 キ ャ ッ プ ７ の 装 着 時 に あ っ て は 、 内 キ ャ ッ プ ７ ａ が コ イ ル バ ネ ９ の 付 勢 力 に よ  
り ス リ ー ブ １ の 先 端 側 の 先 細 の 外 周 面 に 密 着 し て 気 密 を 確 保 し 液 状 化 粧 料 成 分 の 揮 発 を 抑  
制 す る 。
【 ０ ０ ２ １ 】
　 ジ ャ バ ラ 部 材 ５ は 、 液 状 化 粧 料 Ｌ の 液 量 を 調 節 す る た め の も の で 、 例 え ば Ｐ Ｐ 等 か ら な  
る 。 ジ ャ バ ラ 部 材 ５ は 、 液 状 化 粧 料 Ｌ を 含 む 溝 （ ジ ャ バ ラ ） を 有 し 、 そ の 円 筒 状 の 後 端 部  
５ ａ が 、 ス リ ー ブ １ の 内 周 面 の 凹 部 １ ｃ に 嵌 合 す る こ と に よ り 、 ス リ ー ブ １ に 装 着 さ れ る  
。 そ し て 、 ス リ ー ブ １ 内 の ジ ャ バ ラ 部 材 ５ の 後 端 部 ５ ａ と 尾 栓 ８ と の 間 に 上 記 収 納 室 １ ａ  
が 形 成 さ れ て お り 、 こ の 収 納 室 １ ａ に 液 状 化 粧 料 Ｌ が 充 填 さ れ て い る 。 な お 、 収 納 室 １ ａ  
に は 、 液 状 化 粧 料 Ｌ を 撹 拌 す る た め の 撹 拌 球 １ ０ が 収 容 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ２ ２ 】
　 中 継 芯 ４ は 、 こ こ で は 、 プ ラ ス チ ッ ク 素 材 か ら 形 成 さ れ て い る 。 中 継 芯 ４ は 、 長 尺 の 円  
柱 体 に 形 成 さ れ る と 共 に 、 先 端 部 に あ っ て は 、 先 端 側 へ 向 か っ て 徐 々 に 先 細 と な る 尖 鋭 な  
円 錐 形 状 に 構 成 さ れ て い る 。 中 継 芯 ４ の 長 尺 な 円 柱 体 の 部 分 は 、 ジ ャ バ ラ 部 材 ５ の 筒 孔 を  
通 過 す る よ う に 軸 線 方 向 に 延 在 し 、 中 継 芯 ４ の 軸 線 方 向 中 程 部 分 が 、 ジ ャ バ ラ 部 材 ５ の 溝  
よ り 前 側 の 部 分 と 嵌 合 す る こ と に よ り 、 ジ ャ バ ラ 部 材 ５ に 装 着 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ２ ３ 】
　 中 継 芯 ４ に は 、 図 ２ 、 図 ３ 、 図 １ １ 及 び 図 １ ２ に 示 す よ う に 、 内 部 に 軸 線 方 向 へ 貫 通 す  
る 空 洞 ４ ａ が 複 数 個 形 成 さ れ 、 こ こ で は 、 ２ 個 が 対 向 す る よ う に 形 成 さ れ て い る 。 中 継 芯  
４ は 、 図 １ に 示 す よ う に 、 そ の 後 端 部 が 、 収 納 室 １ ａ に 進 入 し 液 状 化 粧 料 Ｌ に 浸 漬 す る と  
共 に 、 そ の 先 端 部 が 毛 筆 ２ 内 に 進 入 し て 当 該 毛 筆 ２ と 接 触 し 、 収 納 室 １ ａ と 毛 筆 ２ と を 繋  
い で い る 。
【 ０ ０ ２ ４ 】
　 空 洞 ４ ａ は 、 収 納 室 １ ａ の 液 状 化 粧 料 Ｌ に 対 し て 毛 細 管 現 象 を 発 現 し 、 液 状 化 粧 料 Ｌ を  
中 継 芯 ４ の 先 端 へ 送 り 出 す 。 中 継 芯 ４ の 毛 筆 ２ に 進 入 し て い る 先 端 部 は 、 図 ２ 及 び 図 ３ に  
示 す よ う に 、 尖 鋭 な 円 錐 形 状 と さ れ て い る 。 こ の た め 、 空 洞 ４ ａ の 先 端 の 開 口 ４ ｂ は 、 傾  
斜 す る 略 楕 円 （ 略 長 円 ） 形 状 と し て 軸 線 方 向 に 細 長 く さ れ 、 毛 筆 ２ と 接 触 し た 状 態 と な っ  
て い る 。
【 ０ ０ ２ ５ 】
　 毛 筆 ２ は 、 例 え ば Ｐ Ｂ Ｔ 等 か ら な り 、 多 数 の 毛 （ 繊 維 ） を 束 ね た も の で あ り 、 そ の 断 面  
は 略 真 円 で 、 図 ９ 及 び 図 １ ０ に 示 す よ う に 、 先 端 に 向 か う に 従 い 徐 々 に 先 細 と な り 尖 鋭 な  
先 端 を 有 す る 一 般 的 な 略 円 錐 形 状 と さ れ て い る 。 毛 筆 ２ の 根 元 部 分 （ 後 端 部 ） に は 、 毛 筆  
２ を 溶 着 に よ り 保 持 し 毛 筆 ２ の 根 元 部 分 よ り 拡 径 さ れ た 毛 筆 保 持 部 １ １ が 設 け ら れ て い る  
。 毛 筆 保 持 部 １ １ は 、 略 円 板 状 に 形 成 さ れ 、 そ の 中 央 に は 、 中 継 芯 ４ を 通 す た め の 貫 通 孔  
（ 図 ２ 及 び 図 ３ 参 照 ） が 形 成 さ れ て い る 。 毛 筆 保 持 部 １ １ の 先 端 面 １ １ ａ は 、 軸 線 方 向 に  
凹 凸 す る よ う に 周 方 向 に 沿 っ て 波 打 っ て い る 。
【 ０ ０ ２ ６ 】
　 ビ ー ズ 部 材 ３ は 、 例 え ば Ｐ Ｐ 等 か ら な り 、 図 ５ ～ 図 ８ に 示 す よ う に 、 略 円 筒 状 に 構 成 さ  
れ る 。 ビ ー ズ 部 材 ３ は 、 先 端 部 が 多 少 先 細 と さ れ る と 共 に 、 後 端 部 に 拡 径 す る 段 部 ３ ａ を  
有 す る 。 ビ ー ズ 部 材 ３ の 外 周 面 の 対 向 す る 位 置 に は 、 後 方 へ 開 放 さ れ て 前 方 へ 延 び 先 細 の  
先 端 か ら 前 方 へ 開 放 さ れ る 溝 ３ ｙ が 設 け ら れ る 。
【 ０ ０ ２ ７ 】
　 ま た 、 ビ ー ズ 部 材 ３ は 、 軸 線 方 向 に 貫 通 し 、 後 端 か ら 先 端 に 亘 っ て 孔 形 状 が 連 続 し て 狭  
ま る 貫 通 孔 （ 筒 孔 ） ３ ｂ を 、 毛 筆 ２ を 収 納 す る も の と し て 備 え て い る 。
【 ０ ０ ２ ８ 】
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　 図 ８ に 示 す よ う に 、 ビ ー ズ 部 材 ３ の 貫 通 孔 ３ ｂ の 後 部 （ 後 端 縁 ） の 軸 線 方 向 視 の 形 状 は  
、 凹 凸 が 交 互 に 連 続 し 円 環 状 に 繋 が る 波 形 状 ３ ｃ に 形 成 さ れ て い る 。 こ こ で は 、 凸 ３ ｄ よ  
り 凹 ３ ｅ の 方 が 多 少 曲 率 が 大 き く さ れ て い る 。 こ の 貫 通 孔 ３ ｂ の 後 部 の 波 形 状 ３ ｃ は 、 図  
７ 及 び 図 ８ に 示 す よ う に 、 先 端 に 行 く に 従 っ て 徐 々 に 縮 径 さ れ 凹 凸 が な だ ら か に さ れ て い  
き 、 先 端 か ら 所 定 距 離 後 方 位 置 ３ ｆ ま で は 同 形 状 と さ れ て い る 。
【 ０ ０ ２ ９ 】
　 ビ ー ズ 部 材 ３ の 貫 通 孔 ３ ｂ の 先 端 か ら 所 定 距 離 後 方 位 置 ３ ｆ ま で 、 す な わ ち ビ ー ズ 部 材  
３ の 貫 通 孔 ３ ｂ の 前 部 ３ ｘ の 軸 線 方 向 視 の 形 状 は 、 図 ５ 及 び 図 ８ に 示 す よ う に 、 後 端 の 波  
形 状 ３ ｃ の 凸 ３ ｄ に 対 応 す る 部 分 が 、 波 形 状 ３ ｃ の 凸 ３ ｄ の 曲 率 よ り 小 さ い 曲 率 の 線 と さ  
れ 、 こ こ で は 、 特 に 、 曲 率 が ０ で あ る 直 線 ３ ｇ と さ れ て い る 。 ま た 、 ビ ー ズ 部 材 ３ の 貫 通  
孔 ３ ｂ の 前 部 ３ ｘ に お い て 波 形 状 ３ ｃ の 凹 ３ ｅ に 対 応 す る 部 分 は 、 凹 ３ ｅ の 曲 率 よ り 小 さ  
い 曲 率 の Ｒ に 丸 め ら れ て い る 。 す な わ ち 、 こ こ で は 、 直 線 の 辺 ３ ｇ を 有 す る ８ 角 形 の 角 を  
Ｒ に 丸 め た 形 状 と さ れ て い る 。
【 ０ ０ ３ ０ 】
　 図 １ に 示 す よ う に 、 ビ ー ズ 部 材 ３ は 、 そ の 先 端 部 が 、 ス リ ー ブ １ か ら 前 方 へ 突 出 す る と  
共 に 、 先 端 部 よ り 後 側 の 部 分 が 、 ス リ ー ブ １ の 先 端 部 内 に 進 入 し 、 そ の 段 部 ３ ａ が 、 ス リ  
ー ブ １ の 先 端 部 に お い て 内 方 へ 突 出 し 周 方 向 に 沿 っ て 複 数 （ こ こ で は ４ 個 ） 設 け ら れ た 突  
出 部 １ ｄ の 後 側 に 位 置 し 対 面 し て い る 。
【 ０ ０ ３ １ 】
　 ビ ー ズ 部 材 ３ は 、 ジ ャ バ ラ 部 材 ５ が ス リ ー ブ １ に 対 し て 装 着 さ れ る こ と に よ り 、 毛 筆 保  
持 部 １ １ を 介 し て 、 そ の 段 部 ３ ａ が 軸 線 方 向 先 端 側 に 押 圧 さ れ 、 ス リ ー ブ １ の 突 出 部 １ ｄ  
に 当 接 す る こ と に よ り 、 軸 線 方 向 に 移 動 不 能 に 装 着 さ れ る 。 従 っ て 、 毛 筆 保 持 部 １ １ は 、  
ジ ャ バ ラ 部 材 ５ の 先 端 面 と ビ ー ズ 部 材 ３ の 後 端 面 と の 間 に 挟 持 さ れ 軸 線 方 向 に 移 動 不 能 と  
さ れ る 。
【 ０ ０ ３ ２ 】
　 こ の 状 態 で 、 ビ ー ズ 部 材 ３ の 貫 通 孔 ３ ｂ に 毛 筆 ２ が 収 納 さ れ て お り 、 後 部 （ 後 端 ） に お  
い て は 、 図 ２ 及 び 図 １ １ に 示 す よ う に 、 波 形 状 ３ ｃ の 凸 ３ ｄ に 毛 筆 ２ が 接 触 し 程 良 く 締 め  
付 け ら れ る と 共 に 、 図 １ １ に 示 す よ う に 、 毛 筆 ２ が 波 形 状 ３ ｃ の 凸 ３ ｄ に 押 さ れ て 凸 ３ ｄ  
の 両 側 の 凹 ３ ｅ へ 移 動 し 連 な る よ う に し て 並 び 、 並 ん で い る 毛 筆 ２ と 凹 ３ ｅ と の 間 に 比 較  
的 大 き な 隙 間 Ｓ １ が 形 成 さ れ る （ 図 ３ も 参 照 ） 。 こ の 隙 間 Ｓ １ が 、 毛 細 管 力 に よ り 液 状 化  
粧 料 Ｌ を 十 分 に 溜 め る こ と が で き る 液 状 化 粧 料 溜 ま り と さ れ る 。 こ の 隙 間 Ｓ １ は 、 ビ ー ズ  
部 材 ３ の 前 部 へ と 延 び て い る 。
【 ０ ０ ３ ３ 】
　 図 ７ に 示 す よ う に 、 ビ ー ズ 部 材 ３ の 貫 通 孔 ３ ｂ の 先 端 か ら 離 れ た 所 定 距 離 後 方 位 置 ３ ｆ  
に お い て は 、 図 ２ 及 び 図 １ ２ に 示 す よ う に 、 ８ 角 形 の 辺 ３ ｇ に 毛 筆 ２ が 接 触 し 、 毛 筆 ２ は  
適 度 に 押 さ え ら れ る 。 図 １ ２ に 示 す よ う に 、 ８ 角 形 の 角 は Ｒ に 丸 め ら れ て い る た め 、 Ｒ と  
毛 筆 ２ と の 間 に は 、 上 記 隙 間 Ｓ １ に 連 通 し 上 記 隙 間 Ｓ １ よ り 小 さ い 微 小 隙 間 Ｓ ２ が 形 成 さ  
れ る （ 図 ３ も 参 照 ） 。 こ の 微 小 隙 間 Ｓ ２ は 毛 筆 ２ を 移 動 さ せ 得 る 許 容 空 間 と さ れ て い る 。  
図 ２ 及 び 図 ３ に 示 す よ う に 、 毛 筆 ２ は 、 先 端 に 行 く に 従 い 先 細 と さ れ て い る た め 、 毛 筆 ２  
は 、 辺 ３ ｇ に 接 触 し て か ら 前 方 へ 向 か い に 従 い 辺 ３ ｇ と の 接 触 が な く な っ て い き 、 ビ ー ズ  
部 材 ３ の 貫 通 孔 ３ ｂ と 毛 筆 ２ と の 隙 間 は 徐 々 に 大 き く な っ て い く 。
【 ０ ０ ３ ４ 】
　 こ の 状 態 で 、 図 １ に 示 す よ う に 、 ビ ー ズ 部 材 ３ の 外 周 面 の 溝 ３ ｙ は 、 ス リ ー ブ １ の 内 外  
を 連 通 す る 空 気 流 通 溝 と さ れ て い る （ 図 ２ 、 図 ５ 及 び 図 ６ 参 照 ） 。
【 ０ ０ ３ ５ 】
　 ま た 、 こ の 状 態 で 、 図 ４ に 示 す よ う に 、 ビ ー ズ 部 材 ３ の 後 端 面 と 、 こ れ に 対 面 す る 毛 筆  
保 持 部 １ １ の 波 打 つ 先 端 面 １ １ ａ と の 間 に は 、 周 方 向 に 連 続 す る 隙 間 Ｓ ３ が 形 成 さ れ 、 こ  
の 隙 間 Ｓ ３ に よ り 、 空 気 流 通 溝 ３ ｙ （ 図 １ 及 び 図 ２ 参 照 ） を 介 し て 外 部 と 隙 間 Ｓ １ （ 図 ３  
及 び 図 １ １ 参 照 ） と の 連 通 の 度 合 い が よ り 高 め ら れ て い る 。
【 ０ ０ ３ ６ 】
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　 ま た 、 こ の 状 態 で 、 図 ３ に 示 す よ う に 、 中 継 芯 ４ の 先 端 の 開 口 ４ ｂ は 、 ビ ー ズ 部 材 ３ の  
貫 通 孔 ３ ｂ に お け る ８ 角 形 の 角 を 丸 め た Ｒ よ り 内 方 へ 位 置 し て い る （ 図 ７ に 示 す 位 置 ３ ｆ  
よ り 内 方 へ 位 置 し て い る ） 。
【 ０ ０ ３ ７ 】
　 こ の よ う な 液 状 化 粧 料 容 器 １ ０ ０ に よ れ ば 、 ビ ー ズ 部 材 ３ の 貫 通 孔 ３ ｂ の 後 部 に お い て  
、 図 １ １ に 示 す よ う に 、 波 形 状 ３ ｃ の 凸 ３ ｄ に 毛 筆 ２ が 接 触 し 程 良 く 締 め 付 け ら れ る と 共  
に 、 毛 筆 ２ が 波 形 状 ３ ｃ の 凸 ３ ｄ に 押 さ れ て 凸 ３ ｄ の 両 側 の 凹 ３ ｅ へ 移 動 し 連 な る よ う に  
し て 並 び 、 並 ん で い る 毛 筆 ２ と 凹 ３ ｅ と の 間 に 、 液 状 化 粧 料 溜 ま り と な る 隙 間 Ｓ １ が 形 成  
さ れ る 。
【 ０ ０ ３ ８ 】
　 ビ ー ズ 部 材 ３ の 貫 通 孔 ３ ｂ の 先 端 か ら 離 れ た 所 定 距 離 後 方 位 置 ３ ｆ に お い て は 、 図 １ ２  
に 示 す よ う に 、 波 形 状 ３ ｃ の 凸 ３ ｄ に 対 応 す る 部 分 が 、 波 形 状 ３ ｃ の 凸 ３ ｄ の 曲 率 よ り 小  
さ い 曲 率 ０ で あ る 線 （ ８ 角 形 の 辺 ） ３ ｇ と さ れ て 毛 筆 ２ が 接 触 し 、 毛 筆 ２ は 適 度 に 押 さ え  
ら れ る と 共 に 、 波 形 状 ３ ｃ の 凹 ３ ｅ に 対 応 す る 部 分 が 、 波 形 状 ３ ｃ の 凹 ３ ｅ の 曲 率 よ り 小  
さ い 曲 率 の Ｒ に 丸 め ら れ 、 Ｒ と 毛 筆 ２ と の 間 に 隙 間 Ｓ １ よ り 小 さ い 微 小 隙 間 Ｓ ２ が 形 成 さ  
れ 、 毛 筆 ２ を 移 動 さ せ 得 る 許 容 空 間 と さ れ る た め 、 毛 筆 ２ が 適 度 に 移 動 し 動 き や す く さ れ  
る と 共 に Ｒ に よ り 毛 筆 ２ の 毛 の 引 っ 掛 か り が 防 止 さ れ て い る 。 す な わ ち 、 描 画 の 際 に 、 毛  
筆 ２ は 、 ８ 角 形 の 辺 ３ ｇ に よ り 適 度 に 押 さ え ら れ な が ら 、 微 小 隙 間 Ｓ ２ を 動 く こ と が で き  
、 毛 筆 ２ を 隙 間 な く 押 さ え た 場 合 に 生 じ る 毛 筆 先 端 の ば ら つ き や 、 隙 間 が 大 き す ぎ る と 生  
じ る 毛 筆 の ぶ れ 過 ぎ に よ る 乱 れ や 、 突 起 等 に よ る 毛 筆 ２ の 引 っ 掛 か り を 防 止 し つ つ 、 良 好  
な 描 画 が 可 能 と さ れ て い る 。
【 ０ ０ ３ ９ 】
　 ま た 、 図 ３ に 示 す よ う に 、 ビ ー ズ 部 材 ３ と 毛 筆 ２ と の 間 の 微 小 隙 間 Ｓ ２ と 隙 間 Ｓ １ と は  
連 通 さ れ て 空 気 還 流 隙 間 が 形 成 さ れ て い る た め 、 液 状 化 粧 料 溜 ま り の 液 状 化 粧 料 Ｌ を 効 率  
良 く 毛 筆 ２ へ 供 給 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ４ ０ 】
　 ま た 、 図 ９ 及 び 図 １ ０ に 示 す よ う に 、 毛 筆 ２ の 根 元 部 分 に は 、 毛 筆 ２ を 保 持 す る と 共 に  
毛 筆 ２ の 根 元 部 分 よ り 拡 径 さ れ た 毛 筆 保 持 部 １ １ が 設 け ら れ 、 図 ４ に 示 す よ う に 、 毛 筆 保  
持 部 １ １ を 中 継 芯 ４ が 貫 通 す る と 共 に 、 毛 筆 ２ を 収 納 す る ビ ー ズ 部 材 ３ の 後 端 面 と 毛 筆 保  
持 部 １ １ の 先 端 面 １ １ ａ と が 対 面 し 、 毛 筆 保 持 部 １ １ の 先 端 面 １ １ ａ は 、 軸 線 方 向 に 凹 凸  
す る よ う に 波 打 っ て お り 、 対 面 す る ビ ー ズ 部 材 ３ の 後 端 面 と 毛 筆 保 持 部 １ １ の 波 打 つ 先 端  
面 １ １ ａ と の 間 に 周 方 向 に 連 続 す る 隙 間 Ｓ ３ が 形 成 さ れ 、 こ の 隙 間 Ｓ ３ に よ り 外 部 と 隙 間  
Ｓ １ と の 連 通 の 度 合 い が よ り 高 め ら れ て い る た め 、 一 層 効 率 良 く 毛 筆 ２ へ 液 状 化 粧 料 を 供  
給 で き る 。
【 ０ ０ ４ １ 】
　 ま た 、 中 継 芯 ４ は 、 図 ２ 、 図 ３ 、 図 １ １ 及 び 図 １ ２ に 示 す よ う に 、 内 部 に 軸 線 方 向 へ 貫  
通 す る 空 洞 ４ ａ を 備 え る プ ラ ス チ ッ ク 素 材 か ら 形 成 さ れ て い る た め 、 パ ー ル 剤 の よ う に 粒  
径 が 大 き い も の が 用 い ら れ て い る 液 状 化 粧 料 Ｌ や 、 粘 度 が 高 い 液 状 化 粧 料 Ｌ を 、 毛 細 管 力  
に よ り 好 適 に 空 洞 ４ ａ を 通 し 毛 筆 ２ へ 供 給 で き る 。
【 ０ ０ ４ ２ 】
　 ま た 、 図 ３ に 示 す よ う に 、 中 継 芯 ４ の 先 端 の 開 口 ４ ｂ は 、 ビ ー ズ 部 材 ３ の 貫 通 孔 ３ ｂ に  
お い て 波 形 状 ３ ｃ の 凹 ３ ｅ の 曲 率 よ り 小 さ い 曲 率 の Ｒ よ り 内 方 へ 位 置 し て い る た め 、 描 画  
の 際 に 、 毛 筆 ２ が 、 微 小 隙 間 Ｓ ２ で 移 動 し （ ば た つ き ） 、 プ ラ ス チ ッ ク 素 材 か ら 形 成 さ れ  
た 中 継 芯 ４ の 先 端 の 開 口 ４ ｂ に 当 た る こ と に よ り 、 毛 筆 ２ の 中 継 芯 ４ の 先 端 の 開 口 ４ ｂ に  
対 す る 接 触 範 囲 が 拡 大 し 、 液 状 化 粧 料 Ｌ の 中 継 芯 ４ の 先 端 の 開 口 ４ ｂ か ら の 流 出 が 促 さ れ  
、 毛 筆 ２ に 液 状 化 粧 料 Ｌ が 伝 達 し や す く な り 、 綺 麗 な 描 画 が 可 能 と さ れ て い る 。
【 ０ ０ ４ ３ 】
　 以 上 、 本 発 明 を そ の 実 施 形 態 に 基 づ き 具 体 的 に 説 明 し た が 、 本 発 明 は 上 記 実 施 形 態 に 限  
定 さ れ る も の で は な く 、 例 え ば 、 上 記 実 施 形 態 に お い て は 、 特 に 好 ま し い と し て 、 中 継 芯  
４ の 空 洞 ４ ａ を ２ 個 と し て い る が 、 複 数 個 で あ れ ば 好 ま し く １ 個 で も 良 い 。
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【 ０ ０ ４ ４ 】
　 ま た 、 上 記 実 施 形 態 に お い て は 、 特 に 好 ま し い と し て 、 ビ ー ズ 部 材 ３ の 貫 通 孔 ３ ｂ の ８  
角 形 の 角 を Ｒ に 丸 め た 形 状 は 、 ビ ー ズ 部 材 ３ の 貫 通 孔 ３ ｂ の 先 端 か ら 所 定 距 離 後 方 位 置 ３  
ｆ ま で の 形 状 と し て い る が 、 ビ ー ズ 部 材 ３ の 後 端 か ら の 貫 通 孔 ３ ｂ が 先 端 ま で 縮 径 し て い  
き 、 ビ ー ズ 部 材 ３ の 貫 通 孔 ３ ｂ の 先 端 の み の 形 状 と し 、 こ の 先 端 面 の ８ 角 形 の 辺 ３ ｇ に 毛  
筆 ２ を 接 触 さ せ る よ う に し て も 良 い 。
【 ０ ０ ４ ５ 】
　 ま た 、 上 記 実 施 形 態 に お い て は 、 特 に 好 ま し い と し て 、 ビ ー ズ 部 材 ３ の 貫 通 孔 ３ ｂ の 前  
部 ３ ｘ の 軸 線 方 向 視 の 形 状 を 、 ８ 角 形 の 角 が Ｒ に 丸 め ら れ た 形 状 と し て い る が 、 ８ 角 形 以  
外 の 多 角 形 形 状 で あ れ ば 良 い 。 ま た 、 ビ ー ズ 部 材 ３ の 貫 通 孔 ３ ｂ の 前 部 ３ ｘ の 軸 線 方 向 視  
の 多 角 形 の 辺 ３ ｇ を 、 波 形 状 ３ ｃ の 凸 ３ ｄ の 曲 率 よ り 小 さ い 曲 率 の 線 と し て も 良 い 。
【 ０ ０ ４ ６ 】
　 ま た 、 上 記 実 施 形 態 に お い て は 、 液 状 化 粧 料 Ｌ を 直 接 収 納 室 １ ａ に 収 納 し 、 ジ ャ バ ラ 部  
材 ５ に よ り 液 状 化 粧 料 Ｌ の 液 量 を 調 節 し な が ら 中 継 芯 ４ を 介 し て 毛 筆 ２ へ 供 給 す る 所 謂 直  
液 式 を 採 用 し て い る が 、 ジ ャ バ ラ 部 材 ５ が な く 、 液 状 化 粧 料 Ｌ を 含 浸 し た 中 綿 （ 含 浸 体 ）  
を 収 納 室 に 収 納 し 、 中 綿 の 液 状 化 粧 料 Ｌ を 中 継 芯 ４ を 介 し て 毛 筆 ２ へ 供 給 す る 所 謂 中 綿 式  
に 対 し て も 適 用 可 能 で あ る 。
【 ０ ０ ４ ７ 】
　 ま た 、 上 記 実 施 形 態 に お い て は 、 中 継 芯 ４ を 、 軸 線 方 向 へ 貫 通 す る 空 洞 ４ ａ を 備 え る プ  
ラ ス チ ッ ク 素 材 か ら 形 成 し て い る が 、 例 え ば 、 従 来 良 く 用 い ら れ て い る よ う に 、 Ｐ Ｔ Ｅ 等  
の 樹 脂 を 接 着 用 樹 脂 に よ り 固 め 、 固 め ら れ た 繊 維 束 の 外 周 面 、 後 端 面 、 先 端 面 を 、 上 記 実  
施 形 態 と 同 様 な 形 状 に 研 磨 し 、 繊 維 間 を 通 し て 毛 細 管 現 象 を 発 現 す る 中 継 芯 と し て も 良 い  
。 こ の 場 合 に は 、 液 状 化 粧 料 Ｌ は 、 中 継 芯 ４ の 外 周 面 か ら も 毛 筆 ２ へ と 浸 透 し て 出 て い く 。
【 ０ ０ ４ ８ 】
　 ま た 、 上 記 実 施 形 態 に お い て は 、 プ ラ ス チ ッ ク 素 材 よ り 形 成 さ れ る 中 継 芯 ４ の 内 部 に 、  
軸 線 方 向 へ 貫 通 す る 空 洞 ４ ａ を 備 え て い る が 、 外 周 に 、 軸 線 方 向 に 延 び 先 端 及 び 後 端 が 外  
部 へ 開 放 さ れ た 溝 を 有 す る 中 継 芯 で あ っ て も 良 い 。
【 ０ ０ ４ ９ 】
　 ま た 、 上 記 実 施 形 態 に お い て は 、 特 に 好 ま し い と し て 、 ス リ ー ブ 等 の 外 形 形 状 を 円 形 と  
し て い る が 、 角 形 、 扁 平 形 、 楕 円 等 種 々 の 中 か ら 適 宜 採 用 で き る 。
【 符 号 の 説 明 】
【 ０ ０ ５ ０ 】
　 １ … ス リ ー ブ 、 １ ａ … 収 納 室 、 ２ … 毛 筆 、 ３ … ビ ー ズ 部 材 、 ３ ｂ … 貫 通 孔 、 ３ ｃ … 波 形  
状 、 ３ ｄ … 凸 、 ３ ｅ … 凹 、 ３ ｇ … 辺 （ 線 ） ４ … 中 継 芯 、 ４ ａ … 空 洞 、 ４ ｂ … 開 口 、 ７ … キ  
ャ ッ プ 、 １ １ … 毛 筆 保 持 部 、 １ １ ａ … 先 端 面 、 １ ０ ０ … 液 状 化 粧 料 容 器 、 Ｌ … 液 状 化 粧 料  
、 Ｓ １ … 隙 間 、 Ｓ ２ … 微 小 隙 間 。
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【 図 面 】
【 図 １ 】 【 図 ２ 】

【 図 ３ 】 【 図 ４ 】
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【 図 ５ 】 【 図 ６ 】

【 図 ７ 】 【 図 ８ 】
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【 図 ９ 】 【 図 １ ０ 】

【 図 １ １ 】 【 図 １ ２ 】
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